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附
則我

が
国
は
、
国
民
の
た
ゆ
み
な
い
努
力
に
よ
り
今
次
の
大
戦
に
よ
る
荒
廃
の
中
か
ら
立
ち
上
が
り
、
か
つ
て
な

い
経
済
的
繁
栄
を
築
き
上
げ
て
き
た
。
そ
し
て
今
日
、
精
神
的
充
足
を
求
め
る
気
運
の
増
大
、
多
様
な
地
域
文
化

を
は
ぐ
く
む
こ
と
や
全
世
界
と
の
連
携
を
強
化
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
認
識
の
高
ま
り
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
時

代
は
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
。

し
か
る
に
、
我
が
国
の
現
状
は
、
政
治
、
経
済
、
文
化
等
の
中
枢
機
能
が
東
京
圏
に
過
度
に
集
中
し
た
こ
と
に

よ
り
、
人
口
の
過
密
、
地
価
の
高
騰
、
生
活
環
境
の
悪
化
、
大
規
模
災
害
時
に
お
け
る
危
険
の
増
大
等
の
問
題
が

深
刻
化
す
る
一
方
で
、
地
方
に
お
け
る
過
疎
、
経
済
的
停
滞
、
文
化
の
画
一
化
等
の
問
題
が
生
じ
る
に
至
っ
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
諸
問
題
は
、
単
に
国
土
の
適
正
な
利
用
を
図
る
と
い
う
観
点
か
ら
の
み
で
な
く
、
時
代
の
変
化
に

対
応
し
た
新
し
い
社
会
を
築
く
上
で
、
大
き
な

し
つ
こ
く

桎
梏
と
な
っ
て
い
る
。

と
り
わ
け
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
よ
る
未

ぞ曾
有
の
被
害
の
発
生
に
よ
り
、
大
規
模
災
害
時
に
お
い
て
災
害
対

策
の
中
枢
機
能
を
確
保
す
る
こ
と
の
重
要
性
に
つ
い
て
改
め
て
認
識
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
か
ん
が
み
、
一
極
集
中
を
排
除
し
、
多
極
分
散
型
国
土
の
形
成
に
資
す
る
と
と
も
に
、
地

震
等
の
大
規
模
災
害
に
対
す
る

ぜ
い脆

弱
性
を
克
服
す
る
た
め
、
世
界
都
市
と
し
て
の
東
京
都
の
整
備
に
配
慮
し
つ

つ
、
国
会
等
の
東
京
圏
外
へ
の
移
転
の
具
体
化
に
つ
い
て
積
極
的
に
検
討
を
進
め
る
こ
と
は
、
我
が
国
が
新
し
い

社
会
を
建
設
す
る
た
め
、
極
め
て
緊
要
な
こ
と
で
あ
る
。

も
と
よ
り
、
国
会
等
の
移
転
の
み
で
問
題
が
解
決
す
る
も
の
で
は
な
く
、
こ
れ
と
併
せ
、
地
方
分
権
そ
の
他
の

行
財
政
の
改
革
等
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
主
的
で
創
造
的
な
地
域
社
会
の
実
現
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
肝

要
で
あ
り
、
ま
た
国
会
等
の
移
転
を
そ
の
よ
う
な
改
革
の
契
機
と
し
て
活
用
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
確

信
す
る
。

こ
こ
に
、
国
会
等
の
移
転
を
目
指
し
て
、
そ
の
具
体
化
の
推
進
の
た
め
に
積
極
的
な
検
討
を
行
う
べ
き
こ
と
を

明
ら
か
に
し
、
そ
の
た
め
の
国
の
責
務
、
基
本
指
針
、
移
転
先
候
補
地
の
選
定
体
制
等
に
つ
い
て
定
め
る
た
め
、

こ
の
法
律
を
制
定
す
る
。

第
一
章
　
総
則

（
国
の
責
務
）

第
一
条
　
国
は
、
国
会
並
び
に
そ
の
活
動
に
関
連
す
る
行
政
に
関
す
る
機
能
及
び
司
法
に
関
す
る
機
能
の
う
ち
中
枢

的
な
も
の
（
以
下
「
国
会
等
」
と
い
う
。
）
の
東
京
圏
以
外
の
地
域
へ
の
移
転
（
以
下
「
国
会
等
の
移
転
」
と
い

う
。
）
の
具
体
化
に
向
け
て
積
極
的
な
検
討
を
行
う
責
務
を
有
す
る
。

（
定
義
）

第
二
条
　
こ
の
法
律
に
お
い
て
「
多
極
分
散
型
国
土
」
と
は
、
多
極
分
散
型
国
土
形
成
促
進
法
（
昭
和
六
十
三
年
法

律
第
八
十
三
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
多
極
分
散
型
国
土
を
い
う
。

２
　
こ
の
法
律
に
お
い
て
「
東
京
圏
」
と
は
、
多
極
分
散
型
国
土
形
成
促
進
法
第
二
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
東

京
圏
を
い
う
。

第
二
章
　
基
本
指
針

第
三
条
　
国
は
、
国
会
等
の
移
転
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
広
く
国
民
の
意
見
を
聴
き
、
そ
の
合
意

形
成
を
図
る
と
と
も
に
、
こ
の
章
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
広
範
か
つ
多
角
的
に
こ
れ
を
行
う
も
の
と
す
る
。

第
四
条
　
地
方
分
権
の
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
推
進
、
行
政
の
各
般
に
わ
た
る
民
間
活
動
に
係
る
規
制
の
改
善
の
推

進
、
行
政
の
制
度
及
び
運
営
の
改
善
の
推
進
等
行
財
政
の
抜
本
的
な
改
革
と
的
確
に
関
連
付
け
る
も
の
と
す
る
。

第
五
条
　
国
会
等
の
移
転
と
多
極
分
散
型
国
土
の
形
成
の
促
進
に
関
す
る
施
策
と
の
一
体
性
を
確
保
す
る
も
の
と
す

る
。

第
六
条
　
経
済
及
び
文
化
に
お
け
る
国
際
的
中
枢
機
能
並
び
に
良
好
な
居
住
環
境
等
を
備
え
る
都
市
と
し
て
の
東
京

都
の
整
備
と
の
調
和
を
図
る
と
と
も
に
、
国
会
等
の
移
転
先
（
以
下
「
移
転
先
」
と
い
う
。
）
の
新
都
市
と
東
京

都
と
の
機
能
面
で
の
連
携
を
確
保
す
る
も
の
と
す
る
。

第
七
条
　
移
転
先
に
つ
い
て
、
災
害
に
対
す
る
安
全
性
、
地
形
の
良
好
性
、
水
の
供
給
の
安
定
性
、
交
通
の
利
便

性
、
土
地
取
得
の
容
易
性
等
の
条
件
を
配
慮
す
る
も
の
と
す
る
。

第
八
条
　
移
転
先
の
新
都
市
が
、
交
通
通
信
体
系
の
整
備
等
に
よ
り
、
世
界
及
び
我
が
国
の
各
地
域
と
の
交
流
が
容

易
で
あ
り
、
か
つ
、
自
然
環
境
と
調
和
し
、
良
好
な
居
住
環
境
等
を
備
え
た
都
市
と
な
る
よ
う
に
す
る
も
の
と
す

る
。

第
九
条
　
国
会
等
の
移
転
の
計
画
は
、
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
弾
力
的
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
る
段
階
的
な
も

の
と
す
る
も
の
と
す
る
。

第
十
条
　
移
転
先
の
新
都
市
の
整
備
に
際
し
、
適
切
な
土
地
対
策
を
講
じ
る
も
の
と
す
る
。

第
十
一
条
　
地
震
等
の
大
規
模
災
害
に
対
処
す
る
上
で
の
緊
急
性
、
東
京
都
の
災
害
対
策
の
充
実
等
に
配
慮
す
る
も

の
と
す
る
。

第
三
章
　
国
会
等
移
転
審
議
会

（
国
会
等
移
転
審
議
会
の
設
置
）

第
十
二
条
　
内
閣
府
に
、
国
会
等
移
転
審
議
会
（
以
下
「
審
議
会
」
と
い
う
。
）
を
置
く
。

（
所
掌
事
務
等
）

第
十
三
条
　
審
議
会
は
、
内
閣
総
理
大
臣
の
諮
問
に
応
じ
、
移
転
先
の
候
補
地
（
以
下
「
候
補
地
」
と
い
う
。
）
の

選
定
及
び
こ
れ
に
関
連
す
る
事
項
に
つ
い
て
調
査
審
議
す
る
。

２
　
内
閣
総
理
大
臣
は
、
前
項
の
諮
問
に
対
す
る
答
申
を
受
け
た
と
き
は
、
こ
れ
を
国
会
に
報
告
す
る
も
の
と
す

る
。

（
国
会
等
移
転
調
査
会
の
報
告
の
取
扱
い
）

第
十
四
条
　
審
議
会
は
、
国
会
等
移
転
調
査
会
の
報
告
及
び
こ
れ
に
関
す
る
国
会
の
審
議
を
踏
ま
え
、
調
査
審
議
す

る
も
の
と
す
る
。

（
組
織
）

第
十
五
条
　
審
議
会
は
、
委
員
二
十
人
以
内
で
組
織
す
る
。

２
　
委
員
は
、
国
会
等
の
移
転
に
関
し
、
行
財
政
改
革
を
含
め
た
各
分
野
に
お
い
て
優
れ
た
識
見
を
有
す
る
者
の
う

ち
か
ら
、
両
議
院
の
同
意
を
得
て
、
内
閣
総
理
大
臣
が
任
命
す
る
。

３
　
前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
国
会
の
閉
会
又
は
衆
議
院
の
解
散
の
た
め
に
両
議
院
の
同
意
を
得
る
こ
と
が
で
き
な

い
と
き
は
、
内
閣
総
理
大
臣
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
に
定
め
る
資
格
を
有
す
る
者
の
う
ち
か

ら
、
委
員
を
任
命
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４
　
前
項
の
場
合
に
お
い
て
は
、
任
命
後
最
初
の
国
会
で
両
議
院
の
事
後
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の

場
合
に
お
い
て
、
両
議
院
の
事
後
の
承
認
が
得
ら
れ
な
い
と
き
は
、
内
閣
総
理
大
臣
は
、
直
ち
に
そ
の
委
員
を
罷

免
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５
　
委
員
の
任
期
は
、
二
年
と
す
る
。
た
だ
し
、
補
欠
の
委
員
の
任
期
は
、
前
任
者
の
残
任
期
間
と
す
る
。

６
　
内
閣
総
理
大
臣
は
、
委
員
が
破
産
手
続
開
始
の
決
定
を
受
け
、
又
は
禁

こ錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
と
き
は
、

そ
の
委
員
を
罷
免
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

７
　
内
閣
総
理
大
臣
は
、
委
員
が
心
身
の
故
障
の
た
め
職
務
の
執
行
が
で
き
な
い
と
認
め
る
と
き
、
又
は
委
員
に
職

務
上
の
義
務
違
反
そ
の
他
委
員
た
る
に
適
し
な
い
非
行
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
両
議
院
の
同
意
を
得
て
、
そ

の
委
員
を
罷
免
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

８
　
委
員
は
、
職
務
上
知
る
こ
と
が
で
き
た
秘
密
を
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
職
を
退
い
た
後
も
同
様
と
す

る
。

９
　
委
員
は
、
非
常
勤
と
す
る
。

（
会
長
）

第
十
六
条
　
審
議
会
に
、
会
長
を
置
き
、
委
員
の
互
選
に
よ
り
こ
れ
を
定
め
る
。

1



２
　
会
長
は
、
会
務
を
総
理
し
、
審
議
会
を
代
表
す
る
。

３
　
会
長
に
事
故
が
あ
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
そ
の
指
名
す
る
委
員
が
、
そ
の
職
務
を
代
理
す
る
。

（
専
門
委
員
）

第
十
七
条
　
審
議
会
に
、
専
門
の
事
項
を
調
査
審
議
さ
せ
る
た
め
、
専
門
委
員
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
専
門
委
員
は
、
学
識
経
験
の
あ
る
者
の
う
ち
か
ら
、
内
閣
総
理
大
臣
が
任
命
す
る
。

３
　
専
門
委
員
は
、
当
該
専
門
の
事
項
に
関
す
る
調
査
審
議
が
終
了
し
た
と
き
は
、
解
任
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

４
　
専
門
委
員
は
、
非
常
勤
と
す
る
。

（
幹
事
）

第
十
八
条
　
審
議
会
に
、
幹
事
を
置
く
。

２
　
幹
事
は
、
学
識
経
験
の
あ
る
者
及
び
関
係
機
関
の
職
員
の
う
ち
か
ら
、
内
閣
総
理
大
臣
が
任
命
す
る
。

３
　
幹
事
は
、
審
議
会
の
所
掌
事
務
に
つ
い
て
、
委
員
を
補
佐
す
る
。

４
　
幹
事
は
、
非
常
勤
と
す
る
。

（
協
力
依
頼
等
）

第
十
九
条
　
審
議
会
は
、
そ
の
所
掌
事
務
を
遂
行
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
関
係
機
関
に
対
し

て
、
資
料
の
提
出
、
意
見
の
開
陳
、
説
明
そ
の
他
の
必
要
な
協
力
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
審
議
会
は
、
そ
の
所
掌
事
務
を
遂
行
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
現
地
調
査
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
当
該
現
地
調
査
を
行
お
う
と
す
る
区
域
の
全
部
又
は
一
部
を
そ

の
区
域
に
含
む
地
方
公
共
団
体
の
長
に
通
知
し
て
、
そ
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
審
議
会
は
、
そ
の
所
掌
事
務
を
遂
行
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
公
聴
会
を
開
く
こ
と
が
で
き

る
。

（
事
務
局
）

第
二
十
条
　
審
議
会
の
事
務
を
処
理
さ
せ
る
た
め
、
審
議
会
に
、
事
務
局
を
置
く
。

２
　
事
務
局
に
、
事
務
局
長
の
ほ
か
、
所
要
の
職
員
を
置
く
。

３
　
事
務
局
長
は
、
内
閣
官
房
副
長
官
を
も
っ
て
充
て
る
。

４
　
事
務
局
長
は
、
会
長
の
命
を
受
け
て
、
局
務
を
掌
理
す
る
。

（
政
令
へ
の
委
任
）

第
二
十
一
条
　
こ
の
法
律
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
審
議
会
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。

第
四
章
　
移
転
に
関
す
る
決
定

第
二
十
二
条
　
審
議
会
の
答
申
が
行
わ
れ
た
と
き
は
、
国
民
の
合
意
形
成
の
状
況
、
社
会
経
済
情
勢
の
諸
事
情
に
配

慮
し
、
東
京
都
と
の
比
較
考
量
を
通
じ
て
、
移
転
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

第
二
十
三
条
　
移
転
を
決
定
す
る
場
合
に
は
、
第
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
踏
ま
え
、
移
転
先
に
つ
い

て
別
に
法
律
で
定
め
る
。

第
五
章
　
候
補
地
の
選
定
に
伴
う
土
地
投
機
対
策

（
監
視
区
域
の
指
定
の
特
例
）

第
二
十
四
条
　
都
道
府
県
知
事
又
は
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
五
十
二
条
の
十
九

第
一
項
の
指
定
都
市
の
長
は
、
第
十
九
条
第
二
項
に
規
定
す
る
現
地
調
査
を
行
う
区
域
又
は
候
補
地
の
区
域
（
次

条
に
お
い
て
「
候
補
地
等
の
区
域
」
と
い
う
。
）
の
う
ち
、
地
価
が
急
激
に
上
昇
し
、
又
は
上
昇
す
る
お
そ
れ
が

あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
適
正
か
つ
合
理
的
な
土
地
利
用
の
確
保
が
困
難
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
区

域
を
、
国
土
利
用
計
画
法
（
昭
和
四
十
九
年
法
律
第
九
十
二
号
）
第
二
十
七
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
監
視

区
域
と
し
て
指
定
す
る
も
の
と
す
る
。

（
規
制
区
域
に
関
す
る
配
慮
）

第
二
十
五
条
　
国
は
、
候
補
地
等
の
区
域
に
お
け
る
国
土
利
用
計
画
法
の
規
定
に
よ
る
規
制
区
域
に
関
す
る
事
務
が

円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
適
切
な
財
政
上
の
配
慮
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

附
　
則

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
八
年
六
月
二
六
日
法
律
第
一
〇
六
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
土
地
取
引
の
規
制
に
関
す
る
検
討
）

２
　
移
転
先
の
新
都
市
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
当
該
移
転
先
に
お
け
る
土
地
の
投
機
的
取
引
及
び
地
価
の
高
騰
が
移

転
先
の
新
都
市
の
整
備
に
及
ぼ
す
弊
害
を
除
去
し
、
か
つ
、
適
正
か
つ
合
理
的
な
土
地
利
用
の
確
保
を
図
る
た
め

の
土
地
取
引
の
実
効
あ
る
規
制
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と

す
る
。附

　
則
　
（
平
成
一
〇
年
六
月
二
日
法
律
第
八
六
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
等
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
三
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施

行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
一
年
七
月
一
六
日
法
律
第
一
〇
二
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
内
閣
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
八
号
）
の
施
行
の
日
か
ら

施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一
　
略

二
　
附
則
第
十
条
第
一
項
及
び
第
五
項
、
第
十
四
条
第
三
項
、
第
二
十
三
条
、
第
二
十
八
条
並
び
に
第
三
十
条
の

規
定
　
公
布
の
日

（
国
会
等
の
移
転
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
十
一
条
　
こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
従
前
の
総
理
府
の
国
会
等
移
転
審
議
会
の
委
員
で
あ
る
者
は
、
こ
の
法
律

の
施
行
の
日
に
、
第
二
十
五
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
国
会
等
の
移
転
に
関
す
る
法
律
（
以
下
こ
の
条
に
お
い

て
「
新
国
会
等
移
転
法
」
と
い
う
。
）
第
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
内
閣
府
の
国
会
等
移
転
審
議
会
の
委

員
と
し
て
任
命
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
任
命
さ
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
者
の
任

期
は
、
新
国
会
等
移
転
法
第
十
五
条
第
五
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
日
に
お
け
る
従
前
の
総
理
府
の
国
会
等

移
転
審
議
会
の
委
員
と
し
て
の
任
期
の
残
任
期
間
と
同
一
の
期
間
と
す
る
。

２
　
こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
従
前
の
総
理
府
の
国
会
等
移
転
審
議
会
の
会
長
で
あ
る
者
は
、
こ
の
法
律
の
施
行

の
日
に
、
新
国
会
等
移
転
法
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
内
閣
府
の
国
会
等
移
転
審
議
会
の
会
長
と
し
て

定
め
ら
れ
た
も
の
と
み
な
す
。

３
　
こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
従
前
の
総
理
府
の
国
会
等
移
転
審
議
会
の
専
門
委
員
で
あ
る
者
は
、
こ
の
法
律
の

施
行
の
日
に
、
新
国
会
等
移
転
法
第
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
内
閣
府
の
国
会
等
移
転
審
議
会
の
専
門
委

員
と
し
て
任
命
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。

（
別
に
定
め
る
経
過
措
置
）

第
三
十
条
　
第
二
条
か
ら
前
条
ま
で
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
伴
い
必
要
と
な
る
経
過
措
置

は
、
別
に
法
律
で
定
め
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
六
年
六
月
二
日
法
律
第
七
六
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
破
産
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
七
十
五
号
。
次
条
第
八
項
並
び
に
附
則
第
三
条
第
八
項
、

第
五
条
第
八
項
、
第
十
六
項
及
び
第
二
十
一
項
、
第
八
条
第
三
項
並
び
に
第
十
三
条
に
お
い
て
「
新
破
産
法
」
と

い
う
。
）
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
政
令
へ
の
委
任
）

第
十
四
条
　
附
則
第
二
条
か
ら
前
条
ま
で
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置

は
、
政
令
で
定
め
る
。

附
　
則
　
（
令
和
四
年
六
月
一
七
日
法
律
第
六
八
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
法
律
は
、
刑
法
等
一
部
改
正
法
施
行
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該

各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一
　
第
五
百
九
条
の
規
定
　
公
布
の
日

2


